
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
“
東
京
の

病
院
の
あ
る
べ
き
姿
”
、
“　
継
続
と
連
携
”
、

“
医
療
崩
壊
の
あ
と
の
再
生
”
等
々
、
い
ろ

い
ろ
と
案
が
で
ま
し
た
。

学
会
主
題
の
候
補
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も

高
邁
な
理
想
で
は
な
く
、
我
々
病
院
の
医
療

現
場
に
し
っ
か
り
足
を
踏
ま
え
、
そ
こ
か
ら

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
足
が
か
り
に
な
る
よ
う

な
も
の
に
す
る
こ
と
で
三
人

の
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
検
討
を
重
ね
、
医

療
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
“　
崩
壊
”
し
て
い
る
状

況
の
中
で
、
“
崩
壊
”
の
次

に
く
る
“
再
生
”
へ
の
道
に

焦
点
を
向
け
、
幅
広
く
み
ん

な
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
を
進
め
て

い
く
に
は
大
切
な
視
点
で
あ

る
と
考
え
、
標
記
の
よ
う
な

「
医
療
再
生
へ
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
―
現
実
を
踏
ま
え

て
―
」
と
し
ま
し
た
。

　
五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
で
も
無
事
承
認
が

得
ら
れ
、
例
年
の
ご
と
く
教
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理事会報告（6月）

第
五
回
東
京
都
病
院
学
会
は
平
成
二
十
二

年
二
月
十
四
日
（
日
）
東
医
健
保
会
館
で
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、
十
一
月
に
第
五
十
回
全
日
本
病
院

学
会
東
京
大
会
の
開
催
に
協
力
し
た
経
緯
も

あ
り
、
第
四
回
東
京
都
病
院
学
会
か
ら
一
年

あ
い
て
今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
学
会
長
を
お
お
せ
つ

か
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
困
惑
し
て
い

る
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
。

副
学
会
長
に
は
中
西
泉
先
生
（
町
田
慶
泉

病
院
理
事
長
）、
運
営
委
員
長
に
は
小
泉
和

雄
先
生
（
い
ず
み
記
念
病
院
理
事
長
）
と
心

強
い
協
力
者
を
得
て
、
力
を
あ
わ
せ
て
開
催

に
向
け
て
つ
つ
が
な
く
進
め
て
い
く
所
存
で

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

学
会
主
題
に
つ
い
て
、
私
と
中
西
副
学
会

長
、
小
泉
運
営
委
員
長
の
三
人
で
検
討
、
議

育　
倫　
理　
委　
員　
会　
（　
川　
内　
章　
裕　
委　
員　
長　
）　
に　
も　

協　
力　
を　
い　
た　
だ　
き　
、　
中　
西　
副　
学　
会　
長　
、　
小　
泉　
運　

営　
委　
員　
長　
と　
と　
も　
に　
、　
学　
会　
の　
具　
体　
的　
な　
形　

を　
作　
り　
、　
内　
容　
の　
検　
討　
、　
演　
題　
募　
集　
等　
に　
向　
け　

て　
六　
月　
よ　
り　
進　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

少
し
地
味
な
感
じ
の
テ
ー
マ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
皆
様
の
協
力
と
素
晴
ら
し
い
議
論

を
通
し
て
、
明
日
の
病
院
の
あ
り
方
を
示
唆

す
る
有
意
義
な
「
第
五
回
東
京
都
病
院
学
会
」

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
未
確
定
な
部
分
が
多
い
中
、
学
会
の

主
旨
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
内
容
が
固
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
演
題
募

集
に
は
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
学
会
当

日
に
も
多
く
の
参
加
が
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
‐
シ
フ
ト
【

】

あ
る
時
代
・
集
団
を
支
配
す
る
考
え
方

が
、
非
連
続
的
・
劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
。

規
範
の
遷
移
。
思
想
の
枠
組
み
の
変
動
。
社

会
全
体
の
価
値
観
の
移
行
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ

ェ
ン
ジ
。

第
五
回
東
京
都
病
院
学
会
の
挨
拶

学
会
主
題

「
医
療
再
生
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

―
現
実
を
踏
ま
え
て
―
」
の
主
旨

第
五
回
東
京
都
病
院
学
会

学
会
長
　
木
村
佑
介
（
佑
和
会
木
村
病
院
理
事
長
）

木村 佑介

当協会は、平成2 1年6月1 0日付で東京都に対し「救急医療機関

勤務医師確保事業に係る事業計画」へ意見書提出をしました。

（社）全日本病院協会、（社）日本病院会の理事会でも厚生労働

省に対して意見書の提出について検討中との報告がありました。

急性期医療委員会は、東京ルール参加病院の看護師を対象と

した「救急トリアージナース育成講座」を7月2 7日に開催を予定

しています。案内は内容が整い次第送付します。

東京都合同総合防災訓練は、今年度は、世田谷区・調布市を

中心に開催されます。当協会には、8～1 0組の医療救護班の参加

の要請がありましたので、今年も協力をお願いします。

慢性期医療委員会は現在、三次救急と慢性期病院の連携につ

いて手あげ方式で推進しています。今後もなお、参加の病院を

増やし、連携のシステムを構築していく方針です。

「臨床研修指導医養成研修」を東京都病院協会として開催す

ることについて、次回の理事会で特別委員会を発足して、検討

していくことにしました。

診療報酬改定に関する検討が次期衆議院選挙の影響もあって

か活発な審議がありません。この時期に当協会から「地域格差

について」の要望書を河北会長の意向も踏まえて提出すること

としました。

機能評価受審推進委員会は、1 0月に「受審個別相談会」を開

催予定です。

新型インフルエンザ対策については、過大な情報に惑わされ

ず、個々の病院で情報を解析し、しっかりとした対応を行なう

ように会員病院に周知することとしました。

演
題
募
集

十
一
月
二
十
日　
（
金
）　
締
切
り

平
成
二
十
二
年
二
月
十
四
日
（
日
）
開
催

課
題
演
題
は
、
後
日
詳
細
ご
案
内
し

ま
す
が
、
今
回
も
多
数
応
募
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
応
募
要
件
〉

一
、　
発
表
資
格
者
は
、　
東
京
都
病
院
協
会

会
員
病
院

二
、　
申
込
方
法
は
、　
所
定
の
演
題
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、　
平
成
二
十
一

年
十
一
月
二
十
日　
（
金
）　
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。



（2） 2009年（平成21年）6月25日（木） 東京都病院協会 会報 第146号

平成21年6月10日

東京都知事

石原慎太郎殿

一般社団法人　東京都病院協会

会　　長　河北博文

意　見　書

救急医療機関勤務医師確保事業にかかる事業計画について

文教大学学園理事長の渡辺孝氏が平成2 1年6月8日付けの日本経済新聞（経済

教室）で行政の過剰な介入は、銀行経営の自主性やガバナンス能力の確立を結

果的に大きく遅延させる恐れがあると指摘している。

まさしく、医療政策においても、「過剰な介入」は医療機関の自主性やガバナ

ンス能力の構築に悪影響を及ぼすことが懸念される。また、現在でも診療報酬

と補助金に関しては、医療現場の実態を反映するものではなく、救急医療を維

持するためにはまったく不足しており不適当である。

この点を踏まえ、東京都病院協会は、このたびの勤務医の「過酷な勤務状況

の処遇改善」のための補助についても、医療機関にも負担を求めるものではな

く、国と自治体が全額補助を行い、その配分については医療機関にゆだねるべ

きであると考える。

したがって、以下の理由により、実態を理解せずに医師不足を短絡的に解決

しようとし、現場を更なる混乱に追い込む可能性のある本制度を病院としては

到底受け入れられるものではなく東京都病院協会は強く反対する。

記

①　1 / 3の負担を病院に求めているが、すでに当直医に対しては患者搬送の有無

にかかわらず、（高額の）負担を行なっている。

②　救急患者搬送時に対応するのは医師のみではなく、看護師、レントゲン技

師、薬剤師、事務員等も関与している。したがって、補助金の配分をどう行な

うかは病院に任せるべきである。

③　就業規則まで変更させることは病院経営の自由への干渉である。

④　補助金申請した病院で救急患者の診療実績がなかった場合は補助の対象か

らはずれることになるが、救急医は確保しているので、診療実績の有無を問う

ことは要件からは削除すべきである。

⑤　今回の処置は一時的な暫定的処置となっているが、今後打ち切りとなった

場合は一層の混乱をきたす。手当の増額だけでは「過酷な勤務状況にある救急

医等の処遇改善」に繋がるとは思えない。抜本的対策を講ずるべきである。

⑥　休日全夜間診療事業において土曜日の午後は休日扱いとして対応している

が、今回の補助金は日勤の扱いで処理されており、制度間の乖離がある。さら

に、日曜日などの休日日勤勤務は半日勤務など勤務時間に多様性があるにもか

かわらず補助金1日分以外の支払方法しかなく、一層の混乱をきたす原因になり

かねない。

以上

東
京
都
は
、
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
当

会
報
に
掲
載
し
た
「
参
考
資
料
」
の
通
り
、

救
急
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
医
師
へ
の
手

当
（
救
急
勤
務
医
手
当
）
に
対
す
る
補
助

事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
は
、
真
摯
に
協
議
、
検
討
し
た

結
果
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
看
過
で
き

な
い
問
題
点
が
あ
る
と
し
て
、
去
る
六
月

十
日
、
東
京
都
に
対
し
て
以
下
の
意
見
書

を
提
出
致
し
ま
し
た
の
で
、
会
員
各
位
に

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

提
出
先
は
、
東
京
都
知
事
を
始
め
、
東

京
都
福
祉
保
健
局
局
長
安
藤
立
美
氏
、
医

療
政
策
部
部
長
吉
井
栄
一
郎
殿
へ
提
出
し

ま
し
た
。

《
参
考
資
料
》

救
急
医
療
機
関
勤
務
医
師
確
保

事
業
の
概
要
（
案
）

一
、
事
業
目
的

医
療
機
関
が
、
休
日
及
び
夜
間
に
お
い
て

救
急
医
療
に
従
事
す
る
医
師
に
対
す
る
、
新

た
な
手
当
（
以
下
、
「
救
急
勤
務
医
手
当
」

と
い
う
。
）
を
創
設
す
る
こ
と
を
促
し
、
過

酷
な
勤
務
状
況
に
あ
る
救
急
医
等
の
処
遇
改

善
を
図
る
。

二
、
補
助
対
象
者

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
救
急
医
療
機
関
、

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は
地
域

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

三
、
補
助
事
業
内
容

二
の
施
設
の
長
が
、
休
日
及
び
夜
間
に
お

い
て
救
急
医
療
に
従
事
す
る
医
師
に
対
し
、

救
急
勤
務
医
手
当
を
支
給
す
る
場
合
に
補
助

金
を
交
付
す
る
。

た
だ
し
、　
補
助
対
象
は
、　
救
急
患
者
の
診
療

実
績
が
あ
る
日
に
支
給
し
た
手
当
に
限
る
。

【
救
急
勤
務
医
手
当
の
要
件
】

（
一
）
休
日
夜
間
に
救
急
対
応
を
行
う
医
師

に
、
宿
日
直
手
当
や
超
過
勤
務
手
当
と
は
別

に
支
払
わ
れ
る
手
当
。（
常
勤
・
非
常
勤
と

も
に
含
む
）

（
二
）
本
手
当
は
、
医
師
へ
の
手
当
の
う
ち
、

救
急
医
療
に
従
事
す
る
こ
と
に
対
す
る
対
価

で
あ
る
こ
と
を
就
業
規
則
等
に
明
記
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
手
当
の
創
設
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、

既
存
の
手
当
の
減
額
を
伴
う
就
業
規
則
の
改

正
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

四
、
補
助
内
容

（
一
）
補
助
基
準
額

一
人
一
回
当
た
り

休
日
の
昼
間
　
一
万
三
千
五
百
七
十
円

毎
日
の
夜
間
　
一
万
八
千
六
百
五
十
九
円

（
二
）
補
助
率
　
二
／
三
（
国
一
／
三
、
都

一
／
三
）

（
三
）
算
定
方
法

手
当
額
の
単
価
が
補
助
基
準
額
以
下
の
場

【緊急報告】

救急医療機関勤務医師確保事業に係る

事業計画への意見書提出について

合

補
助
額
＝
手
当
額
×
二
／
三

手
当
額
の
単
価
が
補
助
基
準
額
を
上
回
る

場
合

補
助
額
＝
補
助
基
準
額
×
二
／
三

①
一
施
設
当
た
り
の
限
度
額
は
な
い

②
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
以
降
に
就
業
規

則
を
改
正
し
、
創
設
し
た
手
当
に
限
る
。

③
既
存
の
救
急
勤
務
医
手
当
を
増
額
し
た
場

合
は
、
既
存
の
手
当
の
単
価
を
超
え
る
部
分

が
補
助
対
象
と
な
る
。

五
、
そ
の
他

本
事
業
は
、
詳
細
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省

と
調
整
中
で
あ
り
、
今
後
、
内
容
に
変
更
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

御
了
承
く
だ
さ
い
。

総務委員会
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一
、
は
じ
め
に

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
は
、　
特
殊

法
人
等
改
革
に
よ
り
、　
社
会
福
祉　
・　
医
療
事
業

団
の
事
業
を
承
継
し
、　
平
成
十
五
年
十
月
に

福
祉
の
増
進
と
医
療
の
普
及
向
上
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
で
す
。

前
身
で
あ
る
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団

は
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
融
資
事
業
、
社
会

福
祉
施
設
な
ど
の
職
員
の
退
職
手
当
共
済
事

業
及
び
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
の
安
定
を
図

る
た
め
の
心
身
障
害
者
扶
養
保
険
事
業
を
行

う
社
会
福
祉
事
業
振
興
会
と
、
医
療
施
設
へ

の
融
資
を
行
う
医
療
金
融
公
庫
が
統
合
し
、

設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
社
会
福
祉
施

設
・
医
療
施
設
の
安
定
経
営
を
支
援
す
る
た

め
の
経
営
診
断
・
指
導
事
業
、
民
間
の
福
祉

活
動
な
ど
へ
の
助
成
を
行
う
事
業
、
福
祉
保

健
医
療
情
報
を
総
合
的
に
提
供
す
る
事
業
、

ま
た
、
年
金
給
付
の
受
給
権
を
担
保
と
し
た

貸
付
事
業
、
年
金
住
宅
融
資
等
債
権
の
管
理

回
収
業
務
を
承
継
す
る
な
ど
、
福
祉
医
療
分

野
の
多
種
多
様
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
中
で
、
今
回
は
、
医
療
関
係
施
設
へ

の
融
資
を
行
う
医
療
貸
付
事
業
に
お
け
る
緊

急
的
な
融
資
制
度
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

二
、
医
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
と
経

営
安
定
化
資
金
の
拡
充

医　
業　
経　
営　
は　
、　
数　
次　
に　
わ　
た　
る　
診　
療　
報　
酬　

の　
マ　
イ　
ナ　
ス　
改　
定　
等　
に　
よ　
り　
、　
年　
々　
厳　
し　
く　

な　
っ　
て　
き　
て　
お　
り　
、　
医　
療　
関　
係　
施　
設　
の　
経　
営　

体　
力　
が　
低　
下　
し　
て　
い　
る　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

当
機
構
の
融
資
先
の
病
院
及
び
介
護
老
人

保
健
施
設
の
収
益
率
〈
（
１
－
総
費
用
／
総

収
益
）
×
１
０
０
〉
の
推
移
を
み
る
と
、

「
図
」
の
と
お
り
で
す
。

一
般
病
院
（
一
般
病
床
の
割
合
が
全
病
床

の
五
十
％
を
超
え
る
病
院
）
の
収
益
率
は
、

平
成
十
三
年
度
か
ら
十
九
年
度
で
は
、
低
下

傾
向
を
示
し
て
お
り
、
十
九
年
度
の
収
益
率

は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
％
と
赤
字
と
な
っ
て
お

り
、
経
営
状
況
が
厳
し
い
状
況
が
窺
が
わ
れ

ま
す
。
他
の
施
設
で
も
、
折
れ
線
の
傾
向
は

異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
、
総

じ
て
収
益
率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、　（
社
）
日
本
病
院
会
・
（
社
）
全
日

本
病
院
協
会
・
（
一
般
社
）
東
京
都
病
院
協

会
に
お
い
て
調
査
し
、　
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

「
民
間
病
院
の
経
営
状
況
の
実
態
お
よ
び
資

金
繰
り
の
状
況
に
関
す
る
調
査
　
緊
急
報
告

書
（
平
成
二
十
一
年
三
月
十
一
日
）」
に
よ

る
と
、　「
現
在
の
問
題
点
は
、　
収
入
増
は
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、　
人
件
費
及
び
経
費
増
に
よ

り
内
部
留
保
が
漸
減
し
た
こ
と
に
よ
り
資
金

繰
り
の
必
要
性
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

資
金
繰
り
資
金
の
融
通
性
が
硬
化
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
問
題
等
に
よ
る
金
融
萎
縮
が
あ
り
、　
市
中

銀
行
の
利
率
ア
ッ
プ
の
要
求
や
貸
し
出
し
条

件
の
見
直
し
な
ど
の
融
資
萎
縮
に
つ
な
が
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨　
年　
来　
の　
世　
界　
的　
な　
金　
融　
危　
機　
に　
よ　
る　
金　

融　
の　
収　
縮　
が　
、　
経　
営　
環　
境　
が　
厳　
し　
い　
中　
で　
、　

益　
々　
、　
医　
療　
関　
係　
施　
設　
の　
資　
金　
繰　
り　
を　
悪　
化　
さ　

せ　
る　
要　
因　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
と　
考　
え　
ら　
れ　
ま　
す　
。　

平
成
二
十
一
年
四
月
、　
政
府
は
、　
経
済
危
機

克
服
の
た
め
の

「
経
済
危
機
対

策
」
を
策
定
し
、　

日
本
経
済
が
直

面
す
る
短
期
的

な
危
機
及
び
構

造
的
な
危
機
に

対
応
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、　

特
に
医
療
分
野

で
は
地
域
医
療

の
強
化
な
ど
を

図
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

当
機
構
は
、

こ
の
世
界
的
な

金
融
危
機
の
影

響
に
よ
る
民
間

金
融
機
関
の
融

資
姿
勢
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え

て
、
「
経
営
環

境
変
化
に
伴
う

安
定
化
資
金
」
の
う
ち
病
院
に
限
り
、
融
資

の
上
限
額
を
一
億
円
か
ら
七
億
二
千
万
円
に

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
償
還
期
間
に
つ
い
て

も
七
年
か
ら
十
年
に
延
長
し
た
取
扱
い
と
し

た
も
の
で
す
。

三
、
経
営
安
定
化
資
金
の
融
資
の
概
要

（
一
）
ご
融
資
の
条
件

・
融
資
額
…
…
一
病
院
当
た
り
七
億
二
千
万

円
の
範
囲
内
で
の
必
要
と
す
る
額
。

診
療
所
は
、
四
千
万
円
以
内
、
介
護
老
人

保
健
施
設
は
一
億
円
以
内
。

・
融
資
利
率
…
年
一
・
八
％
（
平
成
二
十
一

福
祉
医
療
機
構
の
新
た
な
融
資
制
度
に
つ
い
て
　

―
そ
の
概
略
と
ご
案
内
―

適
用
期
間
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で

【
寄
稿
】

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
　
医
療
貸
付
部
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会
務
日
誌　
・　
委
員
会
報
告

五
・　
六
月

五
月
二
十
一
日

第
一
回
環
境
問
題
検
討
委
員
会

・
二
十
一
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
に
つ
い
て

第
二
回
渉
外
・
広
報
・
会
員
組
織
委
員
会

・
広
報
紙
一
四
五
号
反
省

お
よ
び
一
四
六
号
企
画
に
つ
い
て

五
月
二
十
五
日

第
二
回
慢
性
期
医
療
委
員
会

・
第
三
次
救
急
と
の
医
療
連
携
に
つ
い
て

・
療
養
病
床
の
転
換
に
つ
い
て

五
月
二
十
六
日

第
二
回
医
療
安
全
推
進
委
員
会

・
産
業
医
研
修
会
に
つ
い
て

・　
新　
型　
イ　
ン　
フ　
ル　
エ　
ン　
ザ　
へ　
の　
対　
応　
に　
つ　
い　
て　

五
月
二
十
九
日

第
一
回
事
務
管
理
部
会

・
人
材
紹
介
会
社
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

・
事
務
管
理
部
会
総
会
に
つ
い
て

・
総
会
記
念
講
演
会
に
つ
い
て

六
月
九
日

第
三
回
総
務
・
経
理
委
員
会

・
六
月
度
理
事
会
議
題
に
つ
い
て

六
月
十
五
日

第
一
回
急
性
期
医
療
委
員
会

・
今
年
度
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
一
年
度

東
京
都
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

六
月
十
九
日

第
二
回
事
務
管
理
部
会

・
人
材
紹
介
会
社
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

・
事
務
管
理
部
会
総
会
に
つ
い
て

・
総
会
記
念
講
演
会
に
つ
い
て

年
六
月
十
日
現
在
）

借
入
者
と
当
機
構
と
の
貸
付
契
約
を
締
結

し
た
日
の
利
率
を
適
用
。

・
償
還
期
間
…
十
年
以
内
、
う
ち
元
金
の
据

置
期
間
は
一
年
以
内
。

診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
七
年
。

据
置
期
間
経
過
後
は
、
月
賦
償
還
。
資
金

の
使
途
に
よ
る
償
還
期
間
の
選
択
可
能
。

・
担
　
保
…
…
原
則
と
し
て
、
不
動
産
の
担

保
提
供
が
必
要
。
た
だ
し
、
不
動
産
担
保
が

供
せ
な
い
場
合
は
診
療
報
酬
債
権
（
最
大
二

ヶ
月
分
）
の
み
で
可
能
。
ま
た
、
貸
付
金
額

が
一
千
万
円
以
下
は
無
担
保
も
可
能
。

・
保
証
人
…
…
従
前
の
保
証
人
二
人
以
上
が

必
要
か
ら
一
人
以
上
に
緩
和
。

借
入
者
（
開
設
者
）
が
法
人
の
場
合
は
、

原
則
と
し
て
法
人
代
表
者
を
含
み
一
人
以

上
、
借
入
者
（
開
設
者
）
が
個
人
の
場
合
は
、

ご
本
人
の
ほ
か
に
同
一
生
計
者
以
外
の
保
証

人
が
一
人
以
上
必
要
。

・
そ
の
他
…
…
経
営
診
断
の
受
診
が
必
要
。

（
二
）
適
用
期
間
等

適　
用　
期　
間　
は　
平　
成　
二　
十　
二　
年　
三　
月　
末　
日　
ま　
で　
。　

な
お
、
将
来
的
に
経
営
改
善
が
見
込
め
な

い
事
例
な
ど
、
個
別
の
状
況
に
よ
り
融
資
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

四
、
経
済
危
機
対
策
へ
の
対
応

そ
の
ほ
か
、
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し

て
、
施
設
整
備
計
画
に
対
し
て
も
、
次
の
よ

う
な
融
資
の
優
遇
を
実
施
し
ま
す
。

（
一
）
耐
震
化
整
備
に
伴
う
建
築
資
金
の
優

遇
厚
生
労
働
省
は
、
補
正
予
算
で
新
耐
震
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
病
院
の
耐
震
化
整
備

の
促
進
を
図
る
た
め
の
補
助
事
業
を
創
設
し

ま
し
た
。

当
機
構
も
、
耐
震
化
事
業
の
促
進
の
た
め

貸
付
利
率
等
の
融
資
条
件
を
優
遇
す
る
も
の

で
す
。

建
物
の
補
修
事
業
の
み
な
ら
ず
、
全
面
的

な
耐
震
化
の
た
め
の
建
替
え
及
び
移
転
事
業

も
含
み
、
補
助
事
業
以
外
に
つ
い
て
も
優
遇

の
対
象
と
し
ま
す
。

（
二
）
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ
く
施
設

整
備
事
業
の
優
遇

都
道
府
県
が
、
救
急
医
療
の
確
保
、
地
域

の
医
師
確
保
な
ど
、
地
域
医
療
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
地
域
医
療
再
生
計
画
を
策
定

し
、
そ
の
実
施
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
は
補

正
予
算
に
お
い
て
交
付
金
を
計
上
し
、
同
計

画
の
実
現
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
当
機
構
は
、
同
計
画
に
基
づ
く
指
定
を

受
け
た
医
療
機
関
の
施
設
整
備
に
対
す
る
融

資
条
件
を
優
遇
し
ま
す
。

（
三
）
社
会
保
険
病
院
等
の
資
産
購
入
に
伴

う
融
資
条
件
の
優
遇

社
会
保
険
病
院
及
び
厚
生
年
金
病
院
の
資

産
を
購
入
す
る
法
人
へ
の
融
資
条
件
を
優
遇

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
医
療
貸
付
事
業
に
お
き
ま

し
て
は
、
貸
付
利
率
な
ど
の
優
遇
し
た
融
資

を
通
し
て
、
医
療
関
係
機
関
の
経
営
の
安
定

化
や
地
域
医
療
の
確
保
等
を
ご
支
援
し
て
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
関
係
者
の
皆
様
に
は
是
非
と
も
ご
利

用
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今　
回　
の　
融　
資　
制　
度　
等　
の　
関　
連　
情　
報　
は　
、　
当　
機　

構　
の　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
に　
掲　
載　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

制
度
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療

貸
付
部
医
療
業
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
ー
三
四
三
八
ー
九
二
九
三

個
別
の
融
資
の
ご
相
談
、
お
問
合
わ
せ
は
、

医
療
貸
付
部
医
療
審
査
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三
ー
三
四
三
八
ー
九
九
四
〇

東京都福祉保健局・東京都医師会からの
連絡事項（4月・5月）

東京都福祉保健局・東京都医師会からの
連絡事項（4月・5月）

■ 21福保健薬第136号　平成21年4月22日

医療機器の臨床試験の実施の基準に関する省

令等の一部を改正する省令の施行について

■ 21福保健薬第266号　平成21年5月15日

「クロザピン製剤の使用にあたっての留意事

項について」等の送付について

■ 21福保高在第147号　平成21年5月28日

東京都認知症対策推進会議　医療支援部会報

告書の送付について

報告書の全文及び概要版につきましては、東

京都のホームページにも掲載しております。

■ 21福保医安第108号　平成21年5月28日

平成2 1年度医療法人設立認可説明会の開催に

ついて（通知）

■ 東都医発657号　平成21年5月29日

「医師法第1 6条の2第1項に規定する臨床研修

に関する省令の一部を改正する省令」等の送付

について


